
 

 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

湘南の森の 9 月の定例活動は、9 月 9 日（金）、24 日（土）に予定されていますが、コロナ対応により実施され

るか不明です。情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html                            (和田 記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 9月、10月の定例作業予定は、次のとおりです。 

   9月：3日（土）、12日（月）、20日（火） 

  10月：1日（土）、9日（日）、11日（火）、17日（月） 

  

 活動時間： 9月は 9:00～12:00 に短縮する。 

（ただし 9月は高温が落ち着いてきたら 10:00～15:00に戻す場合もある。）                                      

（福田 記） 

 
目 次 

 
   1 P 活動予定             

5 P 活動報告 

   11P  リレーエッセイ 

12P  おすすめ マイ・フィールド 

14P 月刊ブックレビュー 

15P 掲示板 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 

 

活動予定 

ヒマワリ 座間にて （福田 渉） 

 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html
http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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 ■フォレスト 21「さがみの森」 

さがみの森8月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：9月10日（土）､25日（日） 

申し込み等情報が必要な方は、｢さがみの森事務局」にご連絡ください。 

☎：03-3868-9535         ：sagami@moridukuri.jp  

                                              (和田 記) 

 

★■四季の森公園  

JFIKがガイドを行う、9月の四季の森公園観察会は以下の通りです。是非ご参加ください。集合は、いずれも 

北口管理事務所前です。 

「自然を訪ねて～クモってすごい」 

クモって、威厳がありつつ結構お茶目。大繁栄する昆虫達の陰で、 

というよりその昆虫をエサにして 4億年を生き抜いてきたクモって 

すごい。 

 

本  番：9月 18日（日）13：00～15：00（12：45 受付開始） 

事前下見：9月 11日（日）10：00～12：00  

当日下見：9月 18日（日）10：00～12：00 

スタッフ：リーダー：日比野 サブリーダー：佐藤 淳、中澤 均 

 

「特定植物観察会～キクの仲間」 

  本番の日は旧暦の 9月 7日で、菊の節句ともいわれる 9月 9日の重陽の節句の前々日です。公園でも多くの

野菊が開花していることでしょう。 

 

本  番：10月 2日（日）13：00～14：30 

事前下見：後日連絡 当日下見：10月 2日（日）10：30～12：00 

スタッフ：リーダー：日比野 サブリーダー：鳥越、松田、嶺 

 

リーダー、サブリーダー以外で本番に参加するには、公園への予約が必要です。電話(045-931-7910)か管理

事務所窓口で予約して下さい(メール不可)。予約受付期間は実施日直前の１週間です。 

下見に参加する場合は、資料をお送りしますので、リーダーにお知らせください。下見だけの参加も歓迎で

すので、ご遠慮なくお申し出ください。 

（日比野 記） 

 
 

 ■室内勉強会（オンラインで実施） 

9月の室内勉強会講師は R2の藤本知可さんです。 

藤本さんは「かながわトラストみどり財団」にご勤務で、お仕事でのご研鑽をもとに事故対応につきお話をし

てくださいます。安全についての最新の知見をご披露いただけると存じます。 

 

日 時：9月9日(金) 19:30～21:00 

テーマ：「事故予防・初期対応について考える」 

講 師：藤本知可（R2） 

 
アズチグモ 

mailto:sagami@moridukuri.jp
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概 要：事故の予防も事故発生後の初期対応も、いかに事故を想定して備えているかで状況が変わってきま

す。 

皆さんも日々事故予防につとめ、事故発生後の対応についても知見を蓄えていらっしゃると思います。 

今回は、傷病の予防、応急手当てや救急車の要請などの基本の知識を皆さんとおさらいする形でお話したいと

思っています。 

医療の専門家ではありませんが、救急の豆知識や救急用品の紹介など織り交ぜてみますので、少しでも新しい

知見を得るきっかけになれば幸いです。                        （講師 記） 

 

参加方法等：会員宛にメールで参加要領をお送りしますので、ご自宅のPCやスマホから、Zoomミーティングの

URLをクリックして参加してください。 

※皆様の参加をお待ちしています。 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則       ：UGK58629@nifty.ne.jp                ：090-3532-0479 

               佐藤 淳       ：sato.forest2807@gmail.com          ：080-1081-1034 

                                         （佐藤（淳）記） 

  

■山こい倶楽部企画第 84回「陣馬山」 

中央線沿線での人気スポットとなっている陣馬山は頂上に象徴的な白馬の像があり、富士山、奥多摩、相模川

を囲む山々、丹沢と 360度の眺めが楽しめます。 

今回のコース藤野→陣馬山→相模湖は比較的なだらかでゆったりとした山歩きが出来ます。 

 

日 時：9 月 10 日（土曜日） 

集 合：JR 藤野駅改札口 9 時 

行 程：JR 藤野駅（9：10 発）→登山口（9：45）→陣馬山（11：35～12：35）→奈良子峠（13：20）→ 

明王峠（13：35）→大平小屋（14：15）→子孫山ノ頭（14：45）→JR 相模湖駅（15：30 着）  

行動時間：4 時間 50 分  休息時間：1 時間 30 分 

持ち物：地図、コンパス、スマホ、時計、ヘッドライト、雨具、保険証、マスク、水、行動食、非常食、 

（ストック）、（カメラ）、筆記用具、薬品、帽子、防寒着、お金、その他秋山登山に必要と思われる物。 

リーダー：境 実、 サブリーダー：辻 眞澄                                        

注意事項： 

*  発熱など、コロナウィルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

*  感染状況により中止の可能性もあります。 

*  熱中症対策として万全な体調での参加と、十分な水分を確保してください。 

*  登山中で感染の危険性が少ない場合にはマスクの着用は必要ないと思われます。 

*  会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

*  反省会をやるかどうかは状況によって判断します。 

*  不明な点は事務局までご連絡ください。 

 

参加を希望される方は９月７日（水）までに松井(ma1950koji@yahoo.co.jp)まで 

メールでお申し込みください。 

 

 

mailto:UGK58629@nifty.ne.jp
mailto:sato.forest2807@gmail.com
mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp)まで
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■森こい倶楽部第三十九回ご案内 

以下、ご案内しますので、コロナ感染対策に留意され、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加

ください。 

テーマ：名木・古木を巡りながら、大磯（中郡大磯町）はなぜ政治家や文人に愛された別荘地となったかを 

解き明かす 

プラス Oneテーマ：水・アオバト飛来の地 
 

開催日：10月 2日（日） 
 

集 合：JR平塚駅 改札外  10:00 

リーダー：金子 正美（30年） 

参加費：500円（保険代含む） 

所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策概要：朝の検温報告、マスク等のシールド、アルコール等消毒類の持参の徹底 

申し込み：ご参加の方は、9 月 30日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願い 

します。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程（金子 記） 

鎌倉時代の大磯には遊郭があり、鎌倉武士の遊興の場として繁栄しました。江戸時代になると東海道の日本

橋より 8番目の宿場となり、本陣 3軒、大旅籠 4軒、中旅籠 12軒、小旅籠 69軒、問屋場 2か所の規模を誇りま

す。しかし、江戸から明治となり宿駅制度が廃止され大磯は疲弊していきました。ところが、あることがきっ

かけで大磯は伊藤博文を始めとして歴代首相経験者 8 人が本邸や別邸を構える別荘地へと変身。 

なぜ大磯が別荘地となったのか、その秘密はアオバトの飛来で有名な照ヶ崎海岸にありました。 

名木・古木を巡りながら、別荘地大磯の謎に迫ります。 
 

コース概要： JR 平塚駅北口             →          →        花水→高来神社（シイニッケイ）→高麗ホルトノキ→旧東海道→

化粧井戸→一里塚跡→大磯宿江戸方見附→大磯駅     →旧木下建平邸→延台寺→照ヶ崎海岸→新

島襄終焉の地→鴫立庵→旧島崎藤村邸     （昼食）→一本松稲荷（稲荷神社の樹林）→大磯松並

木（クロマツ）→明治記念大磯邸園（クスノキ）     →白岩大門         →          →        国府新宿→宝積院

（カヤ）→六所神社（六所神社の樹林）    →国府新宿        →          →        大磯駅または平塚駅（解散） 

歩 行：約 6.5㎞、アップダウンはありません。 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

以降の予定 

11月 6日 （日） 鎌倉 古刹旧蹟の名木古木と、小路の植物（鎌倉市） 

12月 4日 （日） 小坪住吉城址から逗子の海岸緑地（鎌倉市・逗子市） 

1月 8日 （日） 能見堂から瀬上へ、たたら国境の道の樹林（横浜市金沢・栄・港南区） 

（事務局 久野） 

 

 

 

 

mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
tel:090-8280-1816
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 ■かながわジュニア・フォレスター教室 2022 

第２回「森で暮らそう デイキャンプで夏を満喫!｣ 

日 時：7月 30日（土）10:00～16:00  

場 所：南足柄市 足柄森林公園・丸太の森 

スタッフ：JFIK会員 12名、かながわトラストみどり財団 2名、看護師 1名 

一般参加者：児童 22名 、保護者 18名＋幼児 3名 合計 43名 

 

丸太の森でのイベント開催は実に 4年ぶりとなりました。台風で 2回、新型コロナで 2回中止になり、やむを

得ないこととはいえ不運続きでした。さらに、本来は 1泊 2日のキャンプでしたが、キャンプ場リニューアル工

事のため今年は日帰りイベントとなってしまいました。看板イベントでもあるので、少し残念でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当日は天気に恵まれ、蒸し暑い一日となりました。熱中症要注意ですが、公園内は標高も少し高く、日陰も

多いので夏のイベントには向いています。新型コロナも要注意ですが、熱中症対策として、状況に応じてマス

クは外していいよとの指示も出されました。 

 

  午前中のプログラムは「林業体験」です。ナラ枯れした

木の伐倒を見学し、遊歩道沿いに落ちている枝木を拾い

集め、チッパーという機械で木のチップを作り、遊歩道

に敷きつめるというものです。 

丸太の森でも場所によってはナラ枯れの被害は甚大で、   

子どもたちも、病気で枯れていく木々にショックを受け

ているようでした。プログラムリーダーが立ち枯れした

コナラをチェーンソーで倒すと、大きな音とダイナミッ

クなシーンに歓声が上がります。林業の一端を実感でき

たことでしょう。 

活動報告 

木を切ったド～！ 

みんな、がんばりました～！ 集合写真 
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チップ作りも初めての体験です。 

大きなエンジン音とバリッ、バリバリーッという 

機械音と共に、太めの枝もたちまち小さなチップ 

になっていきます。 

時間の関係で広い範囲にチップを敷くことはでき 

ませんでしたが、普段歩いている遊歩道のチップが 

このような作業でできていることが実感できたこと 

でしょう。 

 

 

                                

午後は、子供たちお待ちかねの人気プログラム 

「リバートレッキング」いわゆる「沢登り」ですが、

子どもたちにとってはプチ・アドベンチャーとなりま

す。出発直後、先頭の班リーダーが何でもない所でバ

ランスを崩して、いきなり水没！  

「きっと演出に違いない」と思えば思えないことも  

ありませんが…。 

これで安心したのか、わざと水没する子も出て、とて     

も楽しそうでした。身体を三点で確保する三点支持を   

基本に、滑りやすい沢を登り、時には張られたロープ  

をよじ登る。ビショビショに濡れても気にしない楽し    

いアドベンチャー体験です。 

１時間半ほどかけて沢を登り、キャンプ場に帰ってき 

たときの顔は充実感にあふれていました。 

 

 最後は、班ごとによる感想文の発表が行われました。代表が一人で堂々と発表したり、班全員で発表したり

と様々でしたが、それぞれ今回の楽しかったこと、もっとやりたいことなどを思うままに発表できていたと思

います。「また来たい！」という声も多く聞かれ、来年こそは「キャンプ」が実施できることを願うばかりです。 

 

（角田 記） 

 

■名瀬谷戸の会   

定例活動の報告 

1回目 

・日 時：8月 6日（土）9:00～12:00 

・参加者：合計 26名 JFIK：6名 地元・地域：12 名（名瀬小 6年 5名を含む） 横浜メダカの会：8名  

・作業内容：●鉄塔緩勾配斜面、ピザ窯横通路、久右衛門邸裏墓地通路草刈り完了。刈払い機 3台使用 ●横浜

メダカの会：メダカ池周囲草刈り及び水路除草、水質調査 ●午後（13:00～15:00）有志による土曜日駐車

場の草刈りと刈草片付け 

 

チップをちょーだい！？ 

三点支持が大切だよ

っ！ 
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2回目 

・日 時：8月 15 日（月）9:00～12:00 

・参加者：合計 5名 JFIK：4名 地元・地域：1名  

・作業内容：●駐車場のごみ集積場周辺、久右衛門邸竹林の登り坂、散策路、鉄塔周辺の畑脇と散策路、及び

ピザ窯周辺の除草作業。3 台の刈払機と 1 台のブロワーを利用。●午後、有志による自販機横の駐車場の除草

作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3回目 

・日時：8月 22 日（月）9:00～12:00 

・参加者：合計 9名  JFIK：5名 地元・地域：4 名  

・作業内容：●メダカ池及び作業小屋周りの草刈り、4台の刈払い機を利用 ●ヤマナシとカキの落下した多数

の実を掃除 ●午後、有志による残りの草刈り、除草ごみの処理 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

                                            （福田 記） 

集合写真  草刈り作業 

 

集合写真 

 

刈払機による除草作業 

道具小屋前の草刈り  メダカ池周辺の除草  
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■四季の森公園  

「自然を訪ねて～昆虫を探そう」 

 

日 時：8月 21日（日）13：00～15：00 曇のち晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池・春の草原・あし原湿原周辺 

スタッフ：池田 浩、池田 倫子、坂間 

一般参加者：18名（うち子供 2名、JFIK会員 2名） 公園職員 1名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曇り時々雨の天気予報だったので小雨くらいは覚悟していましたが、雨に降られることもなく暑すぎること

もなく昆虫観察日和でした。観察に出発する前、参加者に「チョウ、カブトムシはどんなところにいるかな？」

と聞いてみると、「花」「樹液」とすぐに答えが返ってきます。昆虫はエサがある場所にいるということが分か

ったところで、2グループに分かれてさあ出発です。 

 

 道中はセミの鳴き声を聞きながら進みます。林縁は明るくカラスウリ、クワ、ネムノキ等多様な植物たちが

あるので、それらを食草とする昆虫たち（トホシテントウ、クロウリハムシ、キボシカミキリ、オオクモヘリ

カメムシ等）が次々と見つかります。 キチョウやシジミチョウ、セセリチョウもたくさん飛んでおり、翅を

開いて休むムラサキシジミの美しさには感動です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チョウを見つけたら触角を観察して、先端に膨らみがあることで「あっ、これもチョウだ」という声があが

ります。ガは中々見つかりませんでしたが、カノコガを見つけて触角の先端が先細りになっているのを確認

し、参加者から「キレイだけどガなんだぁ」の声（注：櫛状もガ）。 

 

 林縁は昆虫がいっぱい 

 

ムラサキシジミ 
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 はす池、あし原のまわりはトンボ（ウチワヤンマ、シオカラ、オオシオカラ、コシアキ）がたくさんいて、

木柵にとまっていたり、なんと産卵していたりする個体もいました。トンボをつかまえて観察すると触角が短

く眼が大きく、脚にはトゲトゲ。眼でエサを探して脚で他の昆虫をつかまえる体のつくりになっていることが

分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 草原を歩くと足元からピョンピョンとバッタたちが飛び出します。大人も子供も次々とつかまえて、虫かご

代わりにしていた大きな虫網があっという間にいっぱいになりました。 

バッタの仲間はオンブバッタ、コバネイナゴ、キリギリスの仲間はクサキリ、コオロギの仲間はエンマコオ

ロギを見つけて、触角の長さや翅の閉じ方（左右か上下）を観察しました。林縁で見つけたヤブキリの脚はト

ゲトゲで触るのが恐る恐るでしたが、そんなヤブキリがおしりから糞をポロリ。参加者の笑いが聞こえます。

糞をする瞬間が見られるのもアウトドアでの貴重な体験です。 

 

 最後に 2グループ集まって振り返りをして解散となりました。昆虫採りに夢中になり最後は急ぎ足の 2時間で

した。なお、8月 7日の下見に 6名、当日下見にも 6 名のスタッフ以外の JFIK会員の参加がありました。                                               

（池田 浩記） 

 

 

■室内勉強会 山こいと登山 

日 時：8月5日(金) 19:30～21:00  

講 師：JFIK 松井公治（H25） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：足立（正）、角田、久保、坂間、佐野（仁）、篠田、須山、瀬尾、田川（裕）、辻、中澤（靖）、日比野、

藤本、山路、山本（明）、吉無田、吉原、中澤（均）、佐藤（淳）、嶺 計 20名 （敬称略） 
 

講師の松井公治さんは非常に多趣味で、スポーツ系ではジョギング・サイクリング・釣り・水泳・ボーリン

グ・ハングライダーと何でもござれ。登山は 27 歳くらいから本格的に始められたそうです。しかし、現在は変

形性関節炎を患い、様子を見ながら山登りを楽しんでおられます。「山こい」の創立メンバーで現在も中心的存

在です。 

 

 

 

 草原には何がいるかな 
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＜山こいについて＞ 

山こいの発足は 2014 年、第 1 回山行は 9 月 11 日三国山であった。以来 8 年の間に 82 回の山行が企画され、

うち 63 回が実施された（実施率 77%）。これまで登った山は 49 座で、最も高い山は富士山（3776m）、最も低い

山は三浦大平山（159m）、最も多く登られた山は金時山の 4回である。延べ参加者数は 686名、会員が 56名で会

員外の参加者が 6名であった。 

山こいの課題は、新しい登山エリアの開拓、参加者の高齢化に伴う事故防止、そして何より若い会員による

維持・発展である。 
 

＜これからの登山について＞ 

 健康寿命（♂72.88歳、♀75.38歳）と平均寿命（♂81.84歳、♀87.74歳）の差を小さくしてゆく。 

加齢によって特に衰える運動機能はバランス能力。ロコモティブシンドローム（加齢などによる運動機能の障

害）の予防には日頃の運動が一番効果的で、1 週間に 23 メッツ※1＝1 時間の散歩（3 メッツ・時）を毎日行う

程度の運動量が必要。 
 

※ 1  メッツ（METs）とは Metabolic Equivalents のことで、日本語で「代謝当量」と訳され、ある運動    

 のエネルギー消費量が安静座位時の消費量（酸素消費量）と比較して何倍かを示す運動強度の指標 

 

体力アップのため日常的にできる運動としてインターバル速歩がある。最大体力の 70%以上の強度（ややきつ

いときついの中間、最大心拍数※2の 70%を目途）の速歩で 3 分間インターバル 5 セットを週 4日行う＝週 60

分。 
 

※2 最大心拍数＝200－年齢 または 207－年齢×0.7 

 

健康登山で体力アップが可能。疲れないで登る速さは乳酸が溜まらない早さ（無酸素性閾値 AT）で個人差

がある。登山で消費される水とエネルギー量は次式※3で推定できる。 
 

※3 脱水量（g）またはエネルギー消費量（kcal）＝行動時間（h）×体重（kg）×5 

 

山のグレーディングとしてコース定数※4を用いるとわかりやすい。 

 

※4 コース定数＝1.8×行動時間（h）＋0.3×歩行距離（km）＋10×登りの累積標高差（km）＋0.6×下りの

累積標高差（km） 

コース定数 10前後 体力的にやさしく初心者向き、20前後 一般的な登山者向き 

30前後 日帰り登山の場合健脚者向き、40以上 日帰りでは困難。1泊以上の計画が必要 

 山での遭難の原因は、道迷い 27%、滑落・転倒 38%、病気 14%、疲労 8%など。 

山での三大死因は外傷、心臓突然死、寒冷障害。年齢的には 70%近くが 50 歳以上。それぞれの原因に応じた

準備と対策、トレーニングが必要。 

生命に関わる 3の法則；3 分（呼吸）、3時間（体温）、3日（水）、3週間（食料） 

 

 最後に超ド級のアイスクライミングのビデオを紹介して講義を終了しました。 

      

高齢者の健康維持のために登山は非常に有用な運動であることを再確認するとともに、安全で健康に良い登

山の指標が科学的な数字で示され、今後の登山にとても役に立つ勉強会でした。    （中澤靖彦 記） 
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森とわたし     

R3 久次米 久美子  

 
北海道上川郡神楽町・・・の山奥、隣の家には歩いて 

1時間程かかる。 

家事に使う水は家の傍（わき）の沢に水を汲みに行く 

そんなところで生まれ 3～4才まで育つ。 

大雪山旭岳本面、十勝岳などの山並みに囲まれた丘には 

心地よい風が吹き、木々や草の香りを運ぶ。 

 

小学生の頃は旭川市内で暮らす。 

近くに宏大な陸上自衛隊駐屯地がある。 

自衛隊の演習地でもある春光台の丘（森）は 

私たち子どもの遊び場。 

 

野山を駆け回り喉が渇くとイタドリや蕗の葉で 

沢の水をすくい飲む。 

用を足したくなると茂みに入り込み、蕗の葉が 

紙がわり・・・  

冬はスキーを履き（北海道弁か？）道のない雪原 

丘をすべりまわる。山ザルのような日々でした。 

 

二十（はたち）ころより都会にでた私、 

故郷に帰ると母は自分の好きなところに案内してくれました。 

春、雪どけ水のひゃっこい忠別川の奥に入っていくとエゾノリュウキンカの群生地。 

ある時は勇駒別（ゆこまんべつ）温泉、現在は旭岳温泉、から旭岳を眺めながら歩き、 

疲れたら塩をまぶしたただけのデカイおむすびを食べて一休み。 

 

 

 

私の森好きは幼少期の体験のおかげでしょうか。 

この原稿を書きながら「森にいきたい！」衝動にかられています。 

 

 

                          

リレーエッセイ 
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No.18 平瀬川と川沿いの 3 緑地  （本郷一雄） 

▶ 概要 

平瀬川は多摩丘陵の川崎市宮前区水沢に源を発し、二子橋上流で多摩川に流入する 7.56kmの一級河川です。平

瀬川流域の向丘（むかいがおか）地区は JR 南武線、東急田園都市線、小田急線のいずれからも離れており、1968 年

に東名高速川崎 IC が開業するまで、大規模開発がありませんでした。開業後はそれ迄とは一変の自然尊重の時代に

なり、街中ながら湧水・農地が残り、多種の野鳥や多様な草木が見られる地域となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が③の蔵敷（ぞうしき）橋近くに越してきたのが 1972年。78 年に東高根森林公園のボランティアに誘われ、以後平

瀬川まちづくり協議会・飛森（とんもり）谷戸・水沢の森に携わりました。散歩中には仲間と育てた草木を見たり、昆虫や

野鳥達と会話をしています。今回は平瀬川を水沢の森～東高根森林公園約 5km を「水」を切り口にご紹介します。 

 

▶ 水沢の森(地図①)  (小田急バス あざみ野駅～向ケ丘遊園駅行き「美しが丘 3丁目」バス停下車すぐ前) 

行政用語では「菅生（すがお）緑地西地区」6.3ha。隣接の菅生緑地東地区は 7.1ha。2001 年に川崎市と市民のパー

トナーシップ【市民健康の森事業】として誕生しました。菅生緑地全体は鶴見川

水系の矢上川・早淵川、多摩川水系の平瀬川の 3河川の集水域です。 

西地区は横浜市との市境の尾根線から緩やかに北に下っていく標高差 20m

の谷戸地形の斜面に位置し、平瀬川の源流部にあたります。又この地域には

縄文遺跡があり、多くの縄文土器などが今なお発掘されています。このような特

徴を生かすため、西地区は既存の斜面緑地を活かし、静的な自然環境を意識

した「里山」に、東地区は川崎市北部市場と横浜市の住宅地を隔てる緩衝緑地

として造られた経緯から、動的な健康増進活動の場としました。 
 

ボランティア団体「水沢森人（みずさわもりんど）の会」（ https://sites.google.com/view/mizusawamorindo/ ）は、会員

総数は 130名。毎月第 3日曜日の全体活動には約 40名が参加します。日常活動は農作業・竹林・ビオトープ管理・小

学校の総合学習協力・定期的な自然観察会等多岐にわたります。水沢の森周辺部の用地買収は川崎市の手で今も進

行中です。数年後には新しい森の姿が期待されています。 

平瀬川源流域 水沢井 
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▶ 平瀬川の暗渠出口(地図②) （水沢の森の北出入口から約１km） 

水沢の森及びその上流部の湧水は暗渠に落とされ、水沢 4丁目で地表に 

現れます。ここから蔵敷橋までの 800mには緑が張り付いた親水護岸・湧き 

水広場・親水緑地が続きます。 

1990年に、子供時代に平瀬川で遊んだ人たちが、治水一辺倒の河川改修 

計画に対して、緑化を提案、地域を挙げて各方面に働きかけた成果です。 

2000年前後に親水緑地を手はじめに、川沿いに八重桜 100本が「まちづ 

くり協議会」の会員の手で植えられました。 
 

▶ 蔵敷橋から初瀬橋にかけての約１km(地図③～④) 

この間の平瀬川は護岸の幅 50cm ほどの側地に 2m 間隔でカワヅサクラを中心にカエ

デ、フヨウなど様々な木が植えられています。 

蔵敷橋近くにある「蔵敷親水広場」のサクラは、川沿いの自治会や散歩する人達が自

発的に植えてくれたものです。 

 

 

▶ 初瀬橋～東高根森林公園までの平瀬川沿いの 2.2km(地図④～⑥) 

旧来工法で幅広で深く掘り下げられ、雨水排水路化しています。ただ、救いは川

底が飯室泥炭層故に、コンクリートが張られなかったことです。近年投入された蛇篭

にアシ、ガマ類が付着し、アユ等の魚類、水生昆虫の生育の手助けとなり、景観もよく

なってきました。最上流部に種蒔きされたシナサワグルミが東高根近辺の河川敷に姿

を見せたのは 2010年前後。4kmの移動に約 12、3年かかったことになります。 

 

▶ 生田緑地(地図⑤) (初瀬橋→中瀬橋を左折し初山信号を直通約 1km) 

目印は「飛森谷戸（とんもりやと）」の大看板です。生田緑地は 1941 年に

都市計画決定、計画面積は約 180haでゴルフ場部分を除くと 120haです。

緑地内の幾多の市民活動団体の中では、ゲンジボタル 200 頭を毎年自然

発生させ、田植え、春秋のコンサートを催す「飛森谷戸の自然を守る会」が

出色。施設は日本民家園・岡本太郎美術館・かわさき宙と緑の科学館等々。

おすすめは川崎市内では少なくなったハンノキ林と湧水です。 

 
 

▶ 東高根森林公園(地図⑥) （バス利用は「初山」バス停から「森林公園前」バス停下車） 

1978 年県立公園として開園。弥生・古墳時代の大規模な集落跡と樹齢

200 年前後のシラカシ林のおかげで宅地造成から免れ、森林公園になりま

した。広さは 14ha。10 数年位前にこの地域唯一の生き残りだったヤチダモ

が園路工事の為伐採されたのは残念至極です。再生が望まれます。 

ところで、ここの主は JFIK 会員の白鳥さん。1980 年～202１年まで 41 年

間にわたり、毎月観察会を主宰されました。現在観察会は中断しています

が、今後再開予定です。 

近くに多摩川、生田緑地、緑が丘霊園があることも幸いしこれまでの観察会

で野鳥約 80種、草本約 400種、木本約 200種が確認されています。   

暗渠出口 

初瀬橋から見た平瀬川上流部 

 

初瀬橋から見た平瀬川下

流部 

飛森谷戸の田んぼ 

公園の水源域で数本のヤチダモがあった林 
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単行本は 2017年に出版され、第 7回梅棹忠夫・山と渓谷文学賞を受賞している。内容は 1999年 5月末から 

8月末までの 3か月間の旅の話しである。 

 

                    著者は大学のワンダーフォーゲル部に入り活動するうちに自然というものに興味を持ち、しかも一生の仕事

にとまで考えるようになった。4年生の時、オオカミの夢を見て、もっと知りたいと思い図書館でジム・ブラン

デンバーグの写真集「ブラザー・ウルフ われらが兄弟、オオカミ」に出会い、「センス・オブ・ワンダー」に

溢れているのを感じた。ジャーナリストになりたいという思いはあったが、その中でも写真で表現する思いを

強くした。伝えたいことは、人間社会の仕組みや出来事ではなく自然のことだと気付いた。          

ヒントを与えてくれたのは、写真家・星野道夫だった。 
 

 そして、ジム・ブランデンバーグに弟子入りしようと連絡を試みたが叶わず、大学を卒業した 5月末におおよ

その居場所を頼りに出かけてしまうという無謀と思われる行動をとる。期間はビザなしで滞在できる 3か月。 

目的地は北米北部のカナダとの国境に近い湖水地方のノースウッズ。 
 

 ミネアポリス空港からバスで途中まで移動し、その先は公共交通手段がないが、なんとか先に進んで行く。

車で行けばすぐのところを「このまま会うのでは、なにかが足りない」という思いから立ち止まり、途中、点

在する湖沼をカヤックで 8泊して進む。この 8日間の旅は最高に面白いがここでは省略する。 

 

到着したロッジでもお世話になり、なんとかジム・ブランデンバーグに会い、そして探検家（犬ぞりで南極

大陸を横断）ウイル・スティーガーにも紹介される。ジムは自宅の敷地内にある小屋に滞在させてくれ、写真

撮影者の大切なことを伝え、撮影する姿を見せてくれ、写真の感想を言ってくれた。ウィルのところでも小屋

を借りて大工仕事を手伝いながら写真を撮る日々を整えてくれた。二人は日本でいうと星野道夫と植村直己と

いう感じだ。 

 そこで、弟子入りはできなかったが 2か月ほど滞在する。全部で 3か月の旅で、ジムやウィルはもちろんのこ

と、ホテルのオーナーやボートハウス、ロッジなどでお世話になるが、大切なことは素直に自分を開き、「スピ

リチュアル・クエスト」（精神的な探求の旅）を受け入れてもらえたことのようだ。 

 

 その後、ライフワークとして何度もノースウッズに出かけて 20 年の歳月をかけた初めての写真集「ノースウ

ッズ 生命を与える大地」を 2020年に発行し、土門拳賞を受賞した。              （獏） 

月刊ブックレビュー 

書 名 そして、ぼくは旅に出た。はじまりの森 ノースウッズ 

著 者 大竹 英洋 

発行所 文芸春秋（文集文庫） 

発行日 2022年 5月 10日 

価 格 1020円＋税  
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会員異動 

＜8月度の会員異動＞ 

8月29日現在 会員数 159名 

 

次回月例会は、9月30日(金) 19:30～21:00 ZOOMリモートミーティングです。 

 

会費納入のお願い 

令和 4年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000円、郵送会員 4,000円  

■振込先  

横浜銀行 戸塚支店（359）口座番号：普通預金 6174917 

名 義 

ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。 

横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行の ATM から振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

 

ご質問等ありましたら、会計担当  石川までご連絡下さい。  メール： amelieamelie92@gmail.com 
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掲 示 板 

編集後記 

 異常なほどの夏の暑さが和ら

ぎ、ようやくエアコンを使わな

くても過ごせる日が増えてきて

ほっとしています！ 

(松山) 

蝉の声が聞こえなくなると

入れ違いに、コオロギやカ

ネタタキの合唱が始まる。 

秋が始まった。窓からの風

がうれしい。 

（荒井） 
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